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3月26日(木)関西合同支部統一行動を南海本線石津川駅前にて、酸素のなかま6人

で行いました。

石津川駅は堺臨海工業地帯の最寄り駅となっている為、多くの労働者が利用してい

ます。夕方の帰宅時間帯に的を絞り、建交労宣伝ティッシュを配布しました。短い時間

での行動となりますが、それでも約400の宣伝ティッシュを配布する事が出来ました。

大陽液送分会大田貨物班 長谷川達三

4月3日（金）に全国トラック部会組織宣伝統一行動に大阪トラック部会として参加してまいり

ました。

参加者は合計8名、吹田サービスエリア上下と茨木千提寺ＰＡ、寝屋川トラックステーション

にて対話しながらアンケートを取組みました。2名1組になりアンケートを取って行く中で１番多

かった意見はヨンサンマルと呼ばれる4時間に一度30分の休憩ルール、4時間に一度休憩す

るのが必要無い、休憩スペースが無いのに休憩をどこでするのか？自分のペースで走りた

いと言う意見が多かったです。望まれない規制だけが増え、要望している休憩スペースは後

回しとなっており、順番が逆ではないでしょうか？私はそう思います。また賃金が低いので上

がってほしいと切実な声もありました。対話していく中で驚く結果も1件ありました。前日の終業

から次の日の乗車までたった5時間の休息と言う方がいました。まだそんな会社があるのか…昔

の自分がフラッシュバックしました。2024年に改善基準告示が改正されて以降でもまだそんな事

をさせている会社が数件のアンケートで1件出てくると言う事は、まだまだ違法行為を行っている

会社が多いと言う事です。行政は何をしているのでしょうか？『休憩をしっかり取れて残業をしな

くても充分に生きて行ける賃金を。』が本質なのに働き方改革と言う耳障りの良い言葉に置き換

えトラックに乗った事のない人たちが机の上で望まれない規制を作っている、そんな気がします。

一人でも多くの仲間が報われるように今後も行政に訴えて行こうと思います。

大陽液送分会 穀谷澄男

3月9日（日）トラックパレードの決起集会が夢洲コンテナ待機場で開催されまし

た。大阪トラック部会からは10名の参加、酸素関西協議会からは2名が参加し、決

起集会では総勢150名が参加しました。

大阪府本部の前村委員長のあいさつでは「物価高騰だからこそ26春闘を団結

して勝ち取ろう」と力強い挨拶で決起集会が始まりました。来賓の方々からも激励のお言葉も

いただき、最後に大阪トラック部会・橋本部会長の「団結頑張ろう！」で締めくくりました。

トラックパレードでは、スローガンである「多重下請け構造の禁止！労基法改正反対！」「大

幅賃上げの実現で輸送・建設・国民生活の安全を確保しよう！」「カジノ建設中止！消費税減

税！インボイス制度の廃止！」これらの横断幕を掲げトラック30台が夢洲から出発し、野田阪

神駅前を通り難波駅に向けパレードを行いました。

寿運送分会 長谷川慎治


